
な
お
、
木
簡
の
釈
読
は
当
協
会
島
居
信
子
氏
の
検
討
に
よ
る
。
（清
水
　
和
）

編Ⅷ脚□脚□Ⅷ阿附脚院隠腑附陪隅凹凹］□□□□□Ⅷ□Ⅷ‐⌒一、

大
阪

・

所
在
地
　
　
　
大
阪
府
寝
屋
川
市
出
雲
町

調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年
度
調
査
　
一
九
九
二
年

（平
４
）

一
二
月
―

一
九
九
三
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
寝
屋
川
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
濱
田
延
充

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
中
期

（五
世
紀
）
―
室
町
時
代

（
一
五
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
保
寺
遺
跡
は
、
寝
屋
川
市
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
古
墳
時
代
―
中
世

の
集
落
遺
跡
で
、
標
高
約
四
ｍ

の
低
地
に
所
在
す
る
。
遺
跡
の

中
央
で
北
か
ら
南
に
流
れ
る
、

寝
屋
川
の
旧
流
路
と
推
定
さ
れ

る
古
墳
時
代
―
奈
良
時
代
の
自

然
河
川
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
河
川
が
形
成
し
た
自
然
堤

防
上
に
立
地
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
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遺
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く、  物 4

(大阪東北部)



1998年 出上の木簡

今
回
紹
介
す
る
木
簡
が
出
土
し
た
調
査
地

（Ｃ
Ｂ
Ｊ
九
二
十
四
区
）
は
、
遺
跡

の
南
西
部
に
位
置
す
る
。
旧
水
田
耕
土

・
床
土
層
を
除
去
し
た
段
階
で
、
古
墳

時
代
中
期
―
後
期
と
中
世

（
〓
一世
紀
―
一
五
世
紀
）
の
複
数
の
時
期
の
集
落
に

関
連
す
る
、
柱
穴

・
井
戸

。
溝
な
ど
の
多
数
の
遺
構
が
同

一
遺
構
面
で
検
出
さ

れ
て
い
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
調
査
区
の
東
側
で
検
出
さ
れ
た
、
南
北
方
向
に
流

れ
る
溝

一
で
あ
る
。
溝

一
の
南
北
は
調
査
区
外
に
続
い
て
お
り
、
ま
た
、
東
側

２
肩
部
は
調
査
区
外
で
未
調
査
で
あ
る
。
検
出
さ
れ
た
長
さ
は
三
〇
ｍ
、
幅

三
ｍ
深
さ

一
。
五
ｍ
を
測
る
。
西
側
に
隣
接
す
る
調
査
区
で
も
同
規
模
の
溝
が

検
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
参
考
に
す
る
と
、
幅
は
四
―
五
ｍ
に
復
原
さ
れ
る
。

溝
の
埋
土
か
ら
出
土
し
た
土
器
は

一
二
―

一
五
世
紀
に
比
定
で
き
る
も
の
で
、

瓦
器

・
土
師
器

。
国
産
陶
器
の
ほ
か
、
中
国
製
青
磁

・
白
磁
が
比
較
的
多
く
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
溝
に
つ
い
て
は
、
規
模

・
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
屋
敷
地

（居

館
）
に
伴
う
堀
と
推
定
さ
れ
る
。
調
査
区
の
南
東
隅
に
堀
が
途
切
れ
る
部
分
が

あ
り
、
こ
こ
が
陸
橋

（入
口
）
に
比
定
さ
れ
る
。

木
街
は
溝
の
底
に
近
い
下
層
の
埋
土
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　
　
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
浄
同
国

〔勝
陀
ヵ
〕
　

　

〔遍
之
ヵ
〕

奉
□
念
佛
頂
尊
□
□
羅
尼

一
千
□
□
□

［日
日
‐十
日
Ш

　
　
合
Ｐ９
×
『６
×
］

ｏ
む

頂
部
を
山
形
に
加
工
し
た
材
の

一
面
に
、
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
墨
痕
は

薄
く
な

っ
て
い
る
が
、
文
字
が
隆
起
し
た
よ
う
に
遺
存
し
て
お
り
、
赤
外
線
テ

レ
ビ
よ
り
肉
限
に
よ
る
観
察
の
方
が
、
文
字
の
判
読
が
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

〔勝
陀
ヵ
〕

「佛
頂
尊
□
□
羅
尼
」
は
、
「佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

同
様
な
祈
念
文
を
も

っ
た
木
簡
と
し
て
、
「奉
加
持
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経

一
千

遍
翻
也
」
と
書
か
れ
た
大
阪
府
東
大
阪
市
西
ノ
辻
遺
跡
出
土
品
が
知
ら
れ
る

（本
誌
第
七
号
）。

な
お
、
文
字
の
判
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
綾
村
宏

・

山
下
信

一
郎
両
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

濱
田
廷
充

「
長
保
寺
遺
跡
の
発
掘
調
査
成
果
」
ら
大
阪
府
下
埋
蔵
文
化
財
研
究

会

（第
二
人
回
）
資
料
』

一
九
九
三
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（濱
田
延
充
）




